
1 東北・関東大震災に係る災害時死体検案支援事業について

1.1 経過

3月 11日（金）

14:46 地震発生

ca 18:30 警察庁捜査第一課より日本法医学会（理事長，庶務委員長）に対し連絡先の確認・照会

3月 12日（土）

00:07 Legal Med ML にて支援体制づくりに関しアナウンス（岩瀬）

ca 08:00 警察庁捜査第一課より架電にて支援要請

災害時死体検案対策本部設置（以下対策本部，本部長：中園，副本部長：青木，岩瀬）

09:32 理事宛に対策本部設置通知，協力要請

10:23 対策本部設置をMLで告知

・この頃，警察庁より架電にて検案医師派遣の要請あり。

ca 17:00 岩手県警察本部長より法医学会理事長宛に医師・歯科医師派遣要請（派遣依頼文書 1）

ca 22:00 医師 3名，歯科医師 3名が警察車両にて岩手に向け出発

3月 13日（日）

（午後）岩手班大船渡署管内で支援活動開始

ca 15:00 宮城県警察本部長より医師・歯科医師派遣要請（派遣依頼文書 2）

ca 19:00 医師 10名，歯科医師 6名が宮城に向け出発

岩手県警察本部長より医師・歯科医師増派要請（派遣依頼文書 3・5）

3月 14日（月）

・宮城班支援活動開始

午後 久保理事対策本部副部長就任（副本部長 3名体制）

・福島県警察本部長より医師・歯科医師派遣要請（派遣依頼文書 4）

ca 17:00 岩手増派班，医師 7名，歯科医師 4名出発

3月 15日（火）

午後 医師 10名福島に向け出発

午後 警察庁刑事局長より文書にて協力依頼（警察庁依頼文書）

17:00 警察庁にて，日本歯科医師会，日本医師会，日本法医学会の 4者で意見交換

3月 16日（水）

・福島班支援活動開始

00:00 岩手交代要員出発，以後順次入れ替え（減員あり）

3月 17日（木）：
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16:50 理事長挨拶「さらなる支援のお願い」公表

3月 18日（金）：日本法医学会ウエブサイト（http://www.jslm.jp/）に震災支援特設ページ開設

3月 19日（土）：宮城第 2期派遣班支援活動開始

3月 21日（月）

・宮城県警本部長より医師増派要請（派遣依頼文書 4）

・福島第 1期 10名派遣班支援活動終了，うち 4名は宮城に移動

3月 22日（火）：福島第 2期派遣班（5名）支援活動開始

3月 24日（木）：日本法医学会事務所にて第 1回報告会開催（15名出席）

3月 25日（金）：警察庁捜査第一課と意見交換

・現在，医師 13名（岩手 4，宮城 7，福島 2），歯科医師 2名（宮城）が支援活動中。

1.2 派遣医師・歯科医師数（3月 12日～4月 5日）

• 派遣医師 87名（のべ 486日）

　　内訳 岩手 29（151） 宮城 41（219），福島 21（116）：重複あり

• 派遣歯科医師 19名（のべ 102日）

　　内訳 岩手 7（36） 宮城 12（66） 福島 0

（被災県の法医学会員を除く。移動日はカウントせず）

• 基本的に実働 6日で交代のシフトを敷いている
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